理事会議事録　平成29年度第一回理事会　平成29年7月31日（月）　　19：00～20：00　　
1.医学部長選挙について
　濱本会長から6月21日実施された医学部長選挙について経過説明があった。まず、卒業生が年数の経過とともに段階を追って重要な役職に就いてきており、現在11名の母校出身教授が教授会の約4分の1を占めている状況であり、年齢的にも同窓生が病院長や医学部長などの職を視野に入れる時代になってきていると、会長就任にあたって発言したことに触れた。そして、今回の医学部長選挙において6期生の三木崇範教授が立候補され、1次選挙では圧倒的に得票があった（上田候補 75票　三木候補 127票）ことで、新設医大の同窓会として卒業生の強い母校愛を感じると共に当会の結束力を十分示すことができたことを非常に嬉しく思うとし、三木教授の御健闘を称えられた。
更に同窓会長職について言及し、濱本会長が初代6期を務めた後、高橋会長が2代目を継ぎ、昨年から3代目会長として濱本が再度就任したが今期限りの予定とし、来年度会長選挙によって決まる次期会長へ引き継ぐことを述べ、理事会及び執行部会に引き続き今後の同窓会運営への協力を求めた。
2.平成28年度決算承認




出口事業局長から平成28年度決算報告が行われた後、形見監査委員長から監査報告書が読み上げられ、収支報告書と合せて通帳等を確認した結果、監査委員会として問題無いとすることが述べられた。会計事務所の監査報告は、資料として提出された。以上を踏まえて、拍手によって全会一致で承認された。
3.平成29年度予算審議・決定




出口事業局長から、平成29年度予算案の説明が行われた。
予算案の審議に際し、平川副会長から執行部会からの提案として①国際交流助成を含めた学生に対する助成事業改正案、②新規の準会員への競争的資金の設立、③シンボルフラッグ作成の3つの議案が提出された。①は、短期留学より長期留学への補助を分厚くしたいことに基づいた改正案で、1週間以内の留学助成は中止とし、最低3週間以上を助成対象とし、助成額はこれまで通り30000円とすることと、英国等長期の留学は一人につき50000円とする。②は、IFMSA等による国際交流の受け入れや、部活の大きな大会の運営費などに、1件2万円で5件程度を補助する。科目的には、国際交流協力費、もしくは学生援助費に入れて、学生への援助を増やす。③は、準会員に対する讃樹會の広報活動を充実させるため、国際交流などの助成事業時に使用するシンボルフラッグを作成する。
3提案を含めた予算案が全会一致の拍手で承認された。シンボルフラッグの作成については、作成することは承認があったものの、デザインについては、今後長期に使用するものであるため慎重に専門家に依頼するなどして、同窓会全体の承認を得るような形で決めた方が望ましく、執行部会において今後の進め方を再度検討することとなった。　
4.平成29年度研究助成金/奨励金の審査決定
筒井学術局長から、学外評価審査の結果及び経過説明があった。研究助成金7件、研究奨励金3件の応募があり、学外評価委員の採点を集計した審査結果が資料として公表された。その結果、評価委員による最高点を獲得された研究助成金部門の西山成先生と、研究奨励金部門の杉野政城先生が、理事の満場一致の拍手で受賞者に決定した。
5.平成29年度第一回国外留学助成金審査決定

平川副会長から、今回2件の申請があり、いずれも1次審査基準を満たしていることが述べられた。2次審査は、理事会で申請書を確認後、平成27年度理事会で決定した新方式である「予算額を申請件数で等分する」方式に則り、坂本篤志先生と森川喬生先生にそれぞれ250000円が交付されることが決定した。
6.平成29年度学会助成金審査・決定



平川副会長が、今回２件の申請があり、現行の計算方式に則り「第35回日本脳腫瘍学会学術集会」に１０万円、「第30回日本老年麻酔学会」に６万円の助成額が示され、全会一致の拍手で承認された。
その後、執行部会で検討された「学会助成金制度の今後の施行のための一部改正案」について説明があり、理事会で審議を行った結果、学会助成については、学会を主催する同窓生を支援したいという目的と、予算の上限、助成対象、助成効果等の兼ね合いが難しく、今回の改正案についてはまだ検討の余地が多く理事会は賛同しかねることとなり、執行部会で再検討することとなった。

7.次年度会長選挙及び理事選挙について
横井選挙管理委員長から平成30年度は会長選挙及び理事選挙の実施年であることが告知され、総会開催日（未定）までの、スケジュールの概略が説明された。
8.その他
形見監査委員長から、年々減ってきている広告収入を改善するために、卒業生への寄附依頼についての執行部の考えについて問いかけがあり、執行部会で検討することとなった。
